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Ⅰ - 395　　　表層地盤における地震動増幅特性に関する一考察
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1.まえがき

表層地盤における地震動の増幅特性は地盤構成により様々であるため､いわゆる第三種地盤

(T>0.6秒)において平均的な地震動増幅特性を設定することは難しい｡ V.=600-丁oom/secの

工学的基盤における地震動の距稚減衰特性のばらつきが､ある範囲に収まるのなら､この距稚

減衰式によって与えられる工学的基盤の地震動に表層地盤の増幅特性を表す係数を乗じ1)､あ

るいは表層地盤をモデル化して､表層地盤の地震応答を評価するのが安当な方法であろう｡こ

こでは､このような考え方を検証する目的で､ LomaPrieta地震における地震観測記録を用いて

表層地盤における地震動の増幅特性について整理した結果を紹介し､考察を加える｡

2.加速度距搬減衰特性

LomaPrieta地震の地震観測記録のうち､ SoilSiteに分類されている地点の水平2方向の加速

度記録を用いて､振動主軸方向の加速度を求め､その最大値を断層最短距柾に対して図-1に

プロットした｡図中には､同様にして振動主軸方向に回転して求めたRock Siteの最大加速度を

用いて決定した､工学的基盤の最大加速度距離減衰式を併せてプロットしている2)｡ soilSite

における最大加速度は､図に示すように断層から耗れるほどばらつきが大きくなり､これらの

データから平均的な距稚減衰特性を得ることは困難であることがわかる｡

3.表層地盤による加速度増幅倍率

工学的基盤の最大加速度距稚減衰式よ

りある断層最短距稚△の工学的基盤の最

大加速度Abが与えられるので､これと断

層最短距社△のSoil Siteでの最大加速度

A,との比として与えられる(1)式は､

工学的基盤上の表層地盤における加速度

増幅倍率を表す｡

叫A)-鵠･････(1)

図-1に示したすべてのSoilSiteの振

動主軸方向の加速度記鐘の卓赴振動数を

横軸に､加速度増幅倍率F.叩(A)を縦軸に

して図-2にプロットした｡図より明ら

かなように､ 1Hz前後で増幅倍率のピー

クが現われ､ I.5Hzからは卓趨振動数の

増加と共に増幅倍率が漸減している｡た

だし1Hz前後における増幅倍率は､ばら

つきが大きく　0.3-4.2倍の広い範囲に分
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図- 1 Soil Siteの最大加速度距#減衰特性
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布している｡

図-3は加速度増幅倍率をそれぞれのSoilSiteの最大

加速度A.(A)に対して､また図-4は､加速度増幅倍率

をそれぞれのSoilSiteの断層最短距離に相当する工学的

基盤の最大加速度Ab(A)に対してプロットしたものであ

る｡図-3は､ soilSiteにおいてもっとも大きく増幅さ

れた結果､加速度は200-400galに違する場合が多いこ

とを意味している｡また図-4は図-3の裏返しになる

32

hOIU庶UOgC3g!tduv

が､増幅倍率がもっとも高くなるのは､工学的基盤にお

ける入力地震動の最大加速度が100gal以下であることを- o

意味している｡また入力地震動が400galを超えると､ほ

とんど表層地盤における増幅は見られない｡しかしこれ

らの結果は､表層地盤の非線形性と･も深い関わりを有し

ており､さらに入力地震動が400galを超えるのは断層の

近くであることも考慮に入れて判断すべきであろう｡

4.まとめ

工学的基盤から表層地盤への 幅増の皮逮加大貴

ついて検討を行い､以下の結論が得られた｡

(1)もっとも大きな増幅倍率は4倍強で､その

帯は1Hz前後であるが､ おに育敬波周のこ

幅倍率のばらつきが大きい｡
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(2)もっとも増幅倍率の大きくなるときの地表最大加

速度は200- 400 galである｡

(3)もっとも増幅倍率の大きくなるときの工学的基盤

上の最大加速度は100gal以下である｡
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図- 2卓越振動数と増幅倍率
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図- 3　Soil Siteの最大加速度と増幅倍率
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図- 4　Rock Siteの最大加速度と増幅倍率


